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1.は じ め に

日本をはなれてから一年以上の月日がたつ｡昨年の

6月20口わたくLは,京大東南アジア研究センターか

らの留学生として,アメリカへやってきた｡最初の2

ケ月間は,AmericanEconomicAssociation主催

の Economicslnstituteという外国人留学生のため

のオリェンテ-ション･コ-スに['月席するため,コロ

ラド州の UniversityofColorado に滞在した｡9

月以降は,ニュ-ヨーク州の Corne11Universityに

うつり,そこで1964年の秋学期と1965年の春学期をす

ごした｡以下は,この一年間におけるわたくしの留学

生活のかんたんなレポ- トである｡

2.Economicslmstitute

Economicslnstituteは,1958年に, American

Economics Associatjon が主催者とな り, Ford

Foundationの財政的援助のもとに発足したものであ

る｡アドミニストレーションは,Instituteoflnter-

nationalEducation(Ⅰ.Ⅰ.E.)が受けもっている｡

この機関の設立主旨は,外国の学生が,米国の大学

院で学ぶために必要な,経済学および農業経済学にた

いする中門的知識を準備するため,とされているOわ

たくLが出席したのは,その第7回目の講習会であっ

た｡プログラムの内容は,大別して,①経済学の基礎

理論についての講義,㊥英語の トレーニング,④アメ

リカの大学制度,アメリカ経済学の紹介,④数学,㊥

レクリエーション,その他であり,世界各国からあっ

まった約60人の学生は,大学の寄宿舎へ合宿して,こ

れらのプログラムに参加した｡学生の出身国はさまざ

まだったが,そのほとんどが,ラテン,アメ リカ諸

岡,来所アジア諸国,アフリカ等,いわゆる低開発諸

国から来ていた｡日本からは,沖縄をふくめて,7人

が参加していた｡

①の経済学基礎理論は,前半は macroeconomics

後半はmicroeconomicsで,SamuelsonのHEcono一

mics"程度の授業が,毎日おこなわれた｡㊥の英語 ト

レーニングについてはとくべつ書くまでもなく,英語

をよりよく｢読み,書き,話す｣ためのレッスンであ

る｡①,④は1クラス10人位ずつのグル-プに分けて

行なわれたo④は毎E]1｢札大きな教室で,講演形式で

行なわれた｡これには,ミシガン大のK.E.Boulding,

エ-ル大のN.W.Chamberlain,シカゴ大の H.G.

Johnson,ヴァンデルビル トの A.M.Tangなど,

日本でも, よく知られた Professorたちがぞくぞく

と顔をみせたo

Economicslnstitute でおこなわれた経済学の講
義‥講演の特徴は,それらがすべて,いわゆる近代経

折学のものにかきられていたことであろう｡批判の対

象として引き合いに川されることはあっても,マルク

ス経折学の説明といったようなことはなされなか っ

た.そして,授業中しばしば今までマルクス維所掌を

学んできた者とプロフェッサーとの｢制こ,はげしい議

論がひきおこされた｡④の数学は,経済学の基礎的な

用具となる部分についての講義がなされた｡蓬)のレク

リエーションとしては,近くのロッキー山脈や,ゴー

スト･タウンへのバス旅行,フォークダンスなどがあ

った｡

あっまった学生たちの言動には,やはり出身国の色

彩がにじみでていたようである｡ラテン･アメリカの

学生は概して,よくしゃべり,よくさわいでいた｡政

情不安定な岡からきたものほど,政治的な議論をよく

していたようである｡東南アジアでは,タイ,インド

ネシアからそれぞれ5人以上きていたが,いろいろな

意味で対照的だった｡タイの連判ま食堂などでグルー

プをつくっても,もくもくと食事していることが多か

った｡インドネシアの学生たちはあつまると大変にぎ

やかであった｡タイの連中は,あまり政治的な話を好

まず,いわゆる世間話という感じの会話が多かった｡

それにひきかえ,.インドネシアからの学生は,ナショ

ナリズムむきだLで,よく政治的な議論をしていた｡

かれらにとってスカルノは大きな存在らしく, ｢羊の

ようなアメリカ人｣の筆者レ～デラ-が,スカルノの

批判めいたことをいったために,インドネシアからの

学生にかこまれてつるしあげられるというシーンがあ

ったという｡レクリエーション･プログラムのひとつ

として,臼分達の回をいろいろな軸受から紹介するシ
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ヨーがあったが,それもインドネシアの学生がまっさ

きに買って出た｡われわれ日本から来たものも,戦後

日本における経済成長の分析や,さくらさくら,花,

の斉唱などをして好評だった｡われわれは,沖縄から

来た人も含めてやったのであるが,よく沖縄と日本と

の関係を外国の学生たちから聞かれた｡日本人があん

がい無関心でいるうちに,沖縄はどんどん一人歩きし

はじめ,かえって外国人のほうが,それの持つ重要性

をするどく把握しているように感じられた｡

3.コーネル大学,概要

コ-ネル大学は,1865年に創jTJされた｡だから今年

第 3巻 第 2号

れるのであるが,この両者のもつ雰囲気は,かなりち

がうようである｡ひとくらでいえば,lowercampus

は,｢よりアカデミックな｣感じがし,uppercampus
は｢よりプラグマティックな｣感じがする｡またNew

YorkStateからの莫大な財政援助のおかげで,upper

campllSは金回りがよく,lowercampusは,とく

べつのところをのぞき金回りがよくないのだという｡

だから,｢どうしても奨学金をとりたかったら upper

campusをねらえ｣ とはよくいわれている｡ もっと

ち,最近は,stateと privateが複雑に入りまじって

きているようだから,極度の一般化は危険であろう｡

つきにコーネルの特徴としてあげられ るのは,

写真1 コーネルのキャンパス
(右手正面 UrisLibrary,左手正面 OlinLibrary)

が創立100周年となる｡100年目の誕生日を記念して,

さまざまな行事がもよおされた｡世界中のいろいろな

大学からのお祝い状が図書館のちんれつだなにかざら

れ そのなかには,東大大河内教授,京大奥田教授両

総長からのお祝い状もまじっていた｡コ～ネルのもっ

とも大きな特徴は,privateschoolとpublicschool

の共存ということにあるだろう｡コーネルのキャンパ

スは,大へん美しいこととともにスロープがきついの

で有名であるが, ArtsandScience を中心とする

privateschoolはスロープの下の方に位吊し,Agri-

culture,HomeEconomics,IndustrialandLabor

Relationsなどの stateschoolはスロープの上の方

に位置している｡そこで,privateschoolは "lower

campllSHStateschoolは "uppercampus"とよは

graduateprogram と under-

graduateprogram両方に,相応

のウェイトがかけられていること

である｡最近のアメリカの有名な

大学における undergraduate軽

視の風潮は一般的であり,under一

graduateの講義はfuHprofessor

がやらず, graduate assistant

がほとんどもつというようなケー

スさえある,と聞いているが,コ

-ネルは stateschoolをもつた

めか,undergraduate の教育も

相当熱心におこなわれている｡口

本における graduateprogram

の貧弱さは,目にあまる ものが

あるが, こちらでは graduate

school のよしあしが大学の研究

活動を評価する基準になっているから,大きな大学で

はどこでも graduateschoolは大切にされているよ

うである｡コ-ネルには,いくつかの図書館が ある

が,その総元締である 01in Library は graduate

studentのための図書館とされているOコ-ネルにお

いては,undergraduate も大切にとりあっかわれて

いると述べたが,それはあくまでも教育という見地か

らで,研究ということになると, undergraduateの

学生は,特別な許可がないかきり,01inLibraryの

書庫には入れず,その他さまざまな制限が加えられて

いる｡ コーネルの学生は,毎年約12,000人とされて

いるが,そのうちundergraduatestudentは約9,000

人,graduatestudentは約3,000人とみなされてい

る｡
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さらに,もうひとつコ-ネルの特色をあ げてお こ

う｡それは,外国人学生がかなり多いということであ

る｡他の大学の実情は知らないから,これが特筆すべ

きことであるかどうかは知らないが,とにかくキャン

パスを歩いていても,よくいろいろな人種にあう｡こ

れはコ←ネルが,internationalなプログラムをたく

さん持っているということにも原因しているで あろ

うO外国人学生の数は毎年約 1,000人,全学生数の約

1割にあたり,かれらは,85ケ岡からあっまって来て

いるとされている｡

4.コーネル大学,SoutheastAsiaProgram

コ-ネルにおけるアジア研究の中心 は, Dept.of

Asian Studies である｡しかし,この学部は,わた

うるまでには成熟していないようである｡あるいは地

域そのものを研究対象とする学問は,アカデミックな

分野として独立しにくいのであろうか｡ ともあれ,

°ept.ofAsianStudiesは,機構としては存在して

いても,実際的な活動は,そのなかにふくまれるさま

ざまなプログラムによって遂行されているということ

ができよう｡

現在,コ-ネルの Dept.ofAsianStudiesは,

3つの大きなプログラムをもつ｡China Program,

SouthAsiaProgram,SoutheastAsiaProgramで

ある｡このうちもっとも activeなのは,Professor

Kahinを DirecterとするSoutheastAsiaPI･Ogram

である｡このProgram が中心となって干腑 す̀るほう

大な出版物については改めて述べるまでもないであろ

写真2 Dept.ofAsianStudiesのあるFranklinHall

くしのみたところでは他の学部と,ちょっと様子がち

がうようである｡たとえば,ph.D コースの学生は,

特別な場合を除いては,Asian Studies を major

subjestとしてえらぶことはできない｡だから,Dept･

ofAsianStudiesに属する学生は,ほとんどまた他

の学部にも所属しているわけである｡°ept.ofAsian

Studies も他の学部と同様, 白分の建物をもってい

る｡しかし,Asian Studiesの建物に Officeをも

っている professor は非常に少ない｡ 現在, 学部

長の ProfessorSmithでも,ほとんどは Dept.of

Anthropologyの officeにいるという貝合である0

それこれを考え合わせてみると,Asian Studjesと

いう学問は,アメリカにおいても,まだ自律性をもち

う｡このProgramは,luncheon

meeting と称して,毎月Irl11研

究会をもつ｡ これ は, CorneH

ModernllldonesiaProjectの

建物でおこなわれており,この会

で,SoutheastAsianProgram

のメンバ-が顔を合わせることに

なる｡この会の昨年度の Iecture

と して は, Prof. Sharp の

Northern Thailand の field

work に関するもの Professor

Johnsのインドネシア文学および

歴史に関するもの,Dr.Daniel

S.Levのインドネシア印象記,

Dr.Tugbyのインドネシア社会

の socializationに関するもの,Dr･FatherCal'rol

のフィリッピン径間発展における危機についての も

の,等々があった｡SoutheastAsian Program で

は,各学期に一つずつ東南アジアの特定の国をいろい

ろな面から検討するセミナーをもっている｡1964年の

秋学期には,Malaysiaが予定されていたが,これは

行なわれず,1965年の春学期には,PI℃f･Sharpが

中心となって Thailand についてのセミナ-がもた

れた｡

コーネルのSoutheastAsianStudyをとりあげる

ときに欠かすことのできないのは,東南アジア関係の

データの豊富さであろう｡東南アジアのみならずアジ

ア関係の苫籍,データは WasonCollection として
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01inLibraryのなかに特別に管理されているが,タ

イ,マラヤ,インドネシア,フィリッピン等,東南ア

ジア諸国に関する蔵書は大変多く,偉容を誇 って い

る｡そして,graduatestudentならだれでも自由に

Collection のなかに入り,利用できるようになって

いる｡SoutheastAsia のものに比較すると South

Asia,FarEastに関する資料はあまり多くなく,ま

た,整理もよくないようである｡日本関係の資料など

もかなりたくさんあるのだが,未整理のまま,放置され

ているものが多い｡これも,コーネルの AsianStudy

においては, SoutheastAsia が圧倒的に重視され

ていることを物語る一つの例 で あろ う｡Southeast

Asia という地域のなかだ けでみても, Sharp-

Anthropology-Thailand,Kahin-Government-

Indonesia,Golay-Economics-Philippine,Echoュs

-Linguistics-Indonesia というラインに削っての

一種の系列化が進んでいるようである｡だから,この

系列にうまく合うような areaと subjectをもって

いないと,よい指導者,よいデータを得られないとい

うこともおこりうる｡ SoutheastAsia 以外では,

Skinner-Anthropology-China,Smith-Anthro-

pology-Japan というのが,強力なラインとして考

えられるであろう｡

SoutheastAsianProgramは,アカデミックな活

動だけでなく,しばしば啓蒙的な催しにも参加する｡

昨年度は,ヴェトナム問題に関し,有識者を あつ め

て,ヴェトナム ･ウィーク･エン

ドと称する一連の講習会 を も っ

た｡また,Prof.Kahinは ｢ヴ

ェト･コンは nationalism の勢

力である｣という認識のもとに,

"teach-in" とよばれる学生の

集会などにも出て来て,ジョンソ

ン政策批判の陣頭にたっていた｡

よく,東南アジア研究の方法に

関して `̀CornellSystemHという

言葉が使われる｡あたかも,それ

が非常に完成された統一的な方法

であるかのように｡しか し実体

は,いろいろな思想傾向とさまざ

まな方法をもった学者達の,それ

こそ非統一的な集まりのようにみ

第3巻 第2考

える｡そして,一見統一的な機構をもちながら,その

内部で,ひとりひとりの学者の個性と理念と方法がぶ

つかり合っているというのがCornellAsianStudies

の現在のすがたではないかと考えている｡

5.コーネル大学,InternationalAgriculural

DevelopmentProgram

前項の SoutheastAsiaProgram は, コーネル

全休のプログラムである｡もっとも,Anthropology,

Linguistics,Governmentなどが重視されているか

ら,lowercampusが中心となったプログラムとみ

ることができよう｡これに対して,uppercampusの

一つの代表である CollegeofAgricultureが中心

となって組織している海外研究の中に, この Inter-

natjonalAgficulturalDevelopment.のプログラ

ムがある｡ これには, AgriculturalEconomics,

Agronomy,Agricu一turalEngineering,Entomo-

logy, Nutrition,Pomology, RuralEducation,

RuralSociology,VegetableCropsなどの学部が

参加し,東南アジアのみならず,ラテン･アメリカ,

アフリカなどをふくむ,いわゆる低所得国全体につい

ての研究計画を進行させている｡財源は主 として,

New York Stateからである｡わたくしの属してい

る Dept.ofAgriculturalEconomicsでこのプロ

グラムに関係あるコースを列記しておこう｡

1. EconomicsofAgriculturalDevelopment･

写真3 Dept.ofAgriculturalEconomics
のある WarrenHall
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2. Farm OrganizationintheUnited States

(forforeignstudentsonly)

3. Seminaron ComparativeRuralGovern-

ment

4. SeminarontheEconomicsofAgricultural

Development

5. SeminaronLatinAmericanAgricultural

Policy

6. SeminaronEconomicsofTropicalAgricuL

ture

1.にはわたくLも出席したが,若手の ホープとみ

なされている AssistantProfessorMellorの熱心な

講義が好評だった｡この他,°ept.ofAgricultural

Economicsからの AssistantProfessorPoleman,

AssistantProfessorLuykxなどの若手により,プ

ログラムは推進されているようである｡なお,Dept･

ofAgriculturalEconomicsは FordFoundation

からの grant を得て,来年度から,Low lncome

Region に関する独自のプログラムをもつことになっ

ている｡

6.あ と が き

アメリカの graduatestudentsは,一般によく勉

強する｡ひとつには,よく勉強していい成績をとらな

いと勉強をつづけられなくなるからで ある｡ fellow-

ship,scholorship, assistantshipなどは,ほとん

ど成績に準拠して決定される｡ だから ph.D コース

の学生は,平均点85点以 ヒとるために,マスター ･コ

-スの学生は車均点 80点以上とるために,夢中にな

って勉強する｡あまり,成績が悪いと放校される｡こ

の場合,徴兵制度のもたらす心理的影響 も大 きい｡

GraduateSchoolの fellowship は,平均点90点以

上あってもなかなかもらえないのだそうである｡この

ため,学生達は,しばしば自分の興味のあるコースと

いうより,点をとりやすいコースをとることとなる｡

この傾向は,アメリカへ来たばかりのわたくLには大

変奇妙なものに映った｡これはアメリカの大学院制度

のもつひとつの欠陥なのであろうが,学生達は適当に

自分に興味のあるコースと点のとり易いコースを組み

合わせてやっている｡わたくLも第二学期目にはこの

事を用い,成功した｡

かれらは勉強するわりにはまたよくあそぶ｡ウィー

クエンドはほとんど勉強せず,自動車を走らせてどこ

かへ消えてしまう｡ 勉強の時間とレクリエーシ ョン

の時間をたいへんはっきりと区別している｡ と くに

undergraduateの学生に, この傾向は強いようであ

る｡ 比較的政治に関心がないと考えられて いるアメ

リカの学生も, ヴェトナム問題では, かなりエキサ

イトし,コーネルでも,しばしば講演会,すわりこみ,

デモ行進等があった｡もっとも話題を呼んだのは,翠

事教練を受けた学生達の総長閲見式に,ヴェトナム戦

争反対の学生達がすわりこみをかけた串件だった｡わ

たくしの研究室にも一人ヴェトナム問題に大変熟JL､な

アメリカ入学生がいて,よく議論をたたかわせていた｡

かれは自分達の前の世代を, "silentgeneration''

と呼び,自分達の世代がこれからのアメリカをうごか

していくのだと熱心に説いていた｡コ～ネルだけでな

く,こうした "angry generation"の活動は現在の

アメリカにおける一つの風潮であるらしい｡もっとも

ヴェトナム問題に関する知識人 ･学生の声は,ジョン

ソンの強力な政治力によって,黙殺されつづけている

ようであるが｡

一年という月日は,またたく皿にすぎた｡わたくL

は,来年度もコ-ネルで勉強をつづける予定でいる｡

アメリカという,とにかく巨大な握とんのなかで,最

大限のものを吸収しながらも,自分を失なわず,着実

に歩いて行きたいものだ｡

- 1965年8月-
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